














































































































































































































スはこのような観点から新しい社会である「市民社会Jci vil society の統治
に関わる自然法学と治政を論じ，富裕の自然的な進歩こそが治政(ポリス)の根
幹であることを強調した。この富裕はスミスによれば分業 divisionof labour 
から生じる。この分業は他人と交易するという人間本性から説明されている。
インダストリとトレイド，これが富裕の原動力である。そして「全体として
は，事物をその自然的コースにまかせて，商品に奨励金というものを許さず，
また課税もしないのが，優れた最上の治政であるJ(I 5)という。スミスは「初
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期未聞社会狩猟の段階に続く「文明社会牧畜・農耕・商業の段階を区
別したが，その場合土地の所有と資本蓄積が文明のメルクマールであった。そ
して「商業社会」はこのような文明社会の最後の段階である。この「商業社
会」は私有財産制度のもとで分業と市場が全面開花する社会である。スミスは
『国富論』の世界としてこのような「商業社会」の機構(第一，二編)と，
様々な条件のもとにある各国が「商業社会」へと至る歴史(第三編)を描き出
した。このスミスにおいて人々の時間は，分業すなわち「分割された労働」の
時間であり.労働の成果物である商品取引の時間であり，長期的には商品が拡
大していく資本蓄積の時間であった。ここで「閑暇」は「節約j の教義のなか
で価値をおとしめられている。
このようにスミスの経済学は，勤労=時間=貨幣の経済学であったのだが，
まだ工場制手工業(マニュファクチュア〉の経済学でもあった。ここでは熟練
した手労働がまだ意味を持ち，自由競争の弊害に対しでも「徳」が作用する場
面を持ち合わせていた (16)。しかし古典派経済学もリカードゥになると労働は
機械を動かすものとなり，人間が「経済人J(ホモ・エコノミカス)と同義と
なり，ここでは時間が文字通り「機械の時」となる。競争の強制がこれを促進
する。賃金基金説はこのような強制が作用している状態での賃金決定に関する
理論(イデオロギー〉であった。労働時間の決定における工場法の役割は，競
争の強制からくる労働時間延長の圧力に対して法的手段によりこれを断ち切
り，労働者の休息，閑暇のために，時間の裂け目を刻むものであった。労働運
動は労働時閣を短縮し「余暇」のなかで労働者の健康と生命を保持するために
自然発生的に登場する。
このようなリカ}ドゥの「時は金なり」の世界はあたかも自動機械のような
富の増殖の装置であるかに見える。こうして人聞の不完全や不安定は経済と法
の力により暴力的に押え込まれ，安定が得られたかに見えるが，この装置の中
にも時閣の切れ目が裂け込む。商品は必ずしも交換相手を見つけることができ
ない。「貨物はつねに貨物と交換されるというのは，事実上，けっして真実で
はない。大量の貨物が生産的労働かまたは不生産的労働と直接に交換される。
そしてこの貨物量が，それと交換されるべき労働と比較して，過剰のために価
値において下落しうるであろうことは，あるー貨物が労働か貨幣かに比較し
- 78 -
6章愚か者の時間
て，供給過剰のために価値において下落するのとちょうど同じであることは，
まったく明らかであるJ(I円。このように述べるマルサスは「機械の時」の中
に，需給が断絶し時間の切れ間が覗く短期的な不均衡の存在を指摘した。これ
は経済の短期的な変動 fluctuationを指摘するという点で画期的なもので
あった。とはいえけっしてこれは意図された時間の断絶ではない。暴力的な断
絶であった。これに対してJ.S.ミルの市場と時間に関する見解は傾聴に値す
る。ミルは商品の過剰が投機的購買の過剰から生じることは認めたものの，
従って短期的不均衡を認めたものの，シスモンディのように商業恐慌を生産の
一般的な過剰から説明することには反対した。つまりミルは「市場の欠如によ
る，生産者たちの営業の状態の永久的衰退J(I8)は生じないと考えたのであ
る。この点でミルの「機械の時間J，言い換えれば「市場の時間」は切れ目が
ない。しかしミルは別の観点からこの「機械の時」の停滞に注意を喚起した。
すなわち人口の増加が農業改良に伴う食料の増加以上に進み，労働を維持する
費用が増大し資本主義の推進動機であり，その根幹である利潤を低落させると
いう暗い展望である。資本の拡大は地球上の有限な資源の壁に妨げられ，富お
よび人口は「停止状態J stationary stateにおちいるという。ミルによる
「機械の時」の有限性の高調である。とはいえミルにとってこの「停止状態」
は経済的進歩の停滞であったが決して人間的進歩の停滞ではなかった。「停止
状態においても，あらゆる種類の精神的文化や道徳的社会的進歩のための余地
があるJ(1 9ヘ富の増大のための産業上の改良ではなく，労働を節約させると
いう，いわば労働時間のためにではなく「自由時間J(余暇)のための改良が
人間的進歩として実現される。人聞は「経済の時間J，I機械の時」に代えて
「人間的進歩の時間」を獲得するというのである。これは経済学を「陰欝な科
学」と批判したロマン主義者たちに対するミルなりの回答でもあった。
ミルは市場の中に断絶を検出せず，人口や資源といった外生的な要因に長期
的な衰退の原因をみたが，市場を資本主義の矛盾の発現の場，不均衡の拡大と
その暴力的な調整(恐慌)過程とみたのはマルクスであった。彼は「時は金な
りJということが実体化されている資本主義の総体を，商品の生産・流通過程
の統一，貨幣資本，生産資本および商品資本といった 3循環の過程の統一，つ
まり時閣の連続として析出しこれらを総合して再生産表式のモデルに仕上
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げ，これを信用と絡めて，それぞれの契機に時間の裂け目が切り込むことを鮮
やかに分析した。マルクスによればこのような不均衡，その暴力的な爆発とし
ての恐慌(時間の意図せざる暴力的切れ目)は，資本の無政府的な競争，賃労
働と資本の対立という資本主義の内的矛盾から生ずるものであり，剰余価値=
利潤の実現困難に起因していた。マルクスによればこの剰余価値は労働者に対
する不払い労働部分であり，労働者の生活資料(賃金)を生み出す必要労働時
間を越える分，すなわち剰余労働時閣の生産物である。資本主義は技術革新に
よって発展するが，資本主義のもとにあって技術革新の成果は剰余価値として
資本蓄積にふりむけられる。そしてこれが恐慌を引き起こす原因ともってい
く。そこでもしこの成果が労働者に還元されるならば労働者の自由な時聞が拡
大し資本の無政府的な競争は抑制され，恐慌も克服されるであろう。これが
マルクスのポスト資本主義社会の展望であった。
マルクスもミルも「時は金なり Jという事態を全面化する「機械の時」に切
れ目を自覚し「人間的進歩」や労働者の「自由時間」の拡大といった，いわ
ば新しい「閑暇の時」を労働の未来と絡めて展望しようとしたわけである。そ
れでは，現代の経済社会において労働と金銭および「閑暇」はどのような関係
にたつのであろうか。
5節 「経済学」における長期の資本蓄積(成長)と「閑暇」
経済学の中に含まれる時間の要素に最大の関心を注いだのはアルフレッド・
マーシャルであった。彼は需要と供給の分析において「われわれが最初に考慮
しなければならない困難は，経済学における困難の多くのものの源泉である時
間の要素から起こるものである」川〉と時間の重要性を主張している。その場
合，短期・中期・長期の時閣の要素が混在する経済の「複雑な問題」を解明す
るのにマーシャルの用いた方法は他の事情にしてひとしければ」として時
閣の影響を排除する「定常状態jという擬制であった。こうしてマーシャルは「複
雑な系Jとしての経済現象を時間の要素に配慮しながら一歩一歩分析し長期的
な均衡を体系的に総合していく。このなかで彼の「閑暇」に関する次の評言はこ
の「閑暇」の発展を制約する原因について言及している。「最高級の仕事を除い
たあらゆる等級の仕事において，人々は，以前よりも休養をより高く評価するよ
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うになり，過度の緊張から生ずる疲労に対して，より我慢できないようになり
つつある。…これらの原因は，将来を実感する力が，または一こちらの方はもっ
と疑わしいが一蓄積された富の僅少の蓄えを持つことから生ずる社会的な栄誉
を願う心が，それよりも急速に増加しなかったとすれば，将来の必要に備える
ためにはげしく働くことを喜ばないように，導いたことであろう J(2 1)。つま
り「閑暇」への希求は強いが，現実には財産を持つことの社会的栄誉心がこれ
を妨げているというのである。この場合マーシャルは，将来を見る力を持ち，
「現在の安楽やその他の事楽を，将来におけるそれらの獲得のために，進んで
我慢するようなJ，自制心を持った<非自己的な>，それゆえ公共心をもっ勤勉
な人間に期待していた。公共心を持つ人々によって暴発がコントロールされ，
誘導される長期の資本蓄積の持続，これがマーシャルのビジョンであった。
マーシャルの学生であるケインズは経済学の中にセ一法則を承認しない点で
師と鋭く対立し不確実性」と「期待」という時間的な概念、を用いながら有
効需要の理論を完成させ，画期的な経済理論を提唱した。しかし「景気循環に
おける時間的要素の説明，すなわち回復までには通常特定な規則的な長さを
持った期間の経過が必要であるという事実の説明は，資本の限界効率の回復を
支配する諸影響のうちに求められなければならない。J (22)と，長期の資本蓄
積の進行が「資本の限界効率J(企業の収益の限界)という経済的枠内にある
ことを承認している。この点でなおケインズも「時は金なり」の枠内にあった
といわなければならない。
ケインズの有効需要の理論の背後には，大量生産の技術の発展があった。こ
れに関してテイラーとフォードの貢献は大きい。前者は作業過程の様々な計測
による科学的労務管理(テイラー主義)の提唱者として，後者はベルト・コン
ベアによる流れ作業(フォーデイズム)の創始者として作業時間を均質な連続
の時間の過程の変質させた。このような大量生産の技術が支配する時代，ケイ
ンズは「富の蓄積」が「貨幣欲」を推進動機としていることに気づいていた。
この推進動機を「金銭的見栄」とみなしこれが「顕示的閑暇J(見せびらか
しの暇) conspicuous leisureとして転倒して現われる世界を「有閑階級の
理論Jとして鋭く挟ったのは，ヴェブレンであった。ヴェブレンはミルが麗望
した人間の高級な精神的な進歩に対して悲観的である。彼は「閑暇j を怠惰あ
るいは無為と区別される「時間の非生産的消費」と定義する。この場合時間
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は，生産的な仕事は価値がないという考えから，また怠惰な生活を送りうる金
銭能力の一つの証拠として，非生産的に消費されるという。「良き育ちの一般
的原理や不変の試金石は，やはり，はなはだ多くの明白な時間の浪費という条
件である。このような原理の範囲内では， こまかい点でかなりの幅の変化があ
るかもしれないが， しかしそれは，形式の表現の変化であって，本質の変化で
はない。J(23)ヴ、ェブレンによれば， このように時間の浪費により特徴づけられ
る「有閑階級」は，見せびらかしのために金銭を閑暇に過剰に投入する。しか
もこのような顕示的な消費は特権階級だけではなく，大量生産，大量消費が実
現している大衆社会のなかで，下層階級の生活様式まで支配している。ここで
「時は金なりJの金言は「金は時なり」と転倒して現われる。ヴェブレンはこ
のような転倒した生活様式から，不安定が持続している状態として慢性的不況
を分析する。さらに彼はワークマンシップ(人間の生命活動を維持する労働本
能)の重要性に注目し，これに基づく健全な社会の復原を構想した (24)。さら
にこの生命活動の現代的な意義が問われなければならない。
6節 「コードの時」と「いのちの時」
大量生産の技術の発展は労働時聞を節約し省力的な生産過程を長くし工
業に従事する労働者を減少させてきているが，他方で管理や出納，分配といっ
た大量生産になじまない部面でのサービスを拡大させてきた。つまり節約され
た労働はサービスに生産に向けられ新しいモノ」や「情報操作の自動化」
が「機械の時」の維持に不可欠なものとなる。サービス産業(第三次産業)の
肥大，情報化社会の到来である。アタリはこのような「機械の時」の過剰から
でてくる「コードの時」に注目した。アタリによればこの「コードの時」は一
つの時代を新しいモノへと解き放つために，蓄積された時聞が，供犠とカルナ
ヴ、ァルの新しい金銭的形態ともいうべきインフレや失業，倒産などによって情
け容赦なく破壊される時でもあった (25)。
「コードの時」は計測具の発展によって創造される。精密な超音文振動の発
見と，これを応用するクオーツ(水晶)時計は，たちまちゼンマイ時計を駆逐
し時間を分割的にみるアナログ的な思考から lと0，あるいはOと×という
2項対立でみる記号(コード)の世界であるデジタル的な世界，どこまでも均
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質に突き進む「直進の時」の時代を切り開く。半導体の製作技術の進歩はこれ
と結び、っき，こうして普及した先端技術は世界一変させた。日本のセイコーが
クオーツの最先端を切り開いたことは，日本の「経済的」成功の一つの原因と
して興味深い。こうしてコンビュータを駆使する大空港，人工衛星，国際情報
交換網の発展は，マスメテ、ィアが時聞を組織し， リズムと尺度を決定するよう
な時代を出現させた。世界の隅々から情報がリアルタイムで企業と家庭，政府
に届けられる。最近の東欧，ソ連の情勢や湾岸戦争はこの実感を強くさせた。
本来時間の節約の機能を果たす貨幣・信用は記号化されて24時間世界をかけめ
ぐる。ブラックマンデー(世界的な株式暴落)は皮肉にも変動を避けようとし
てプログラム化されたコンビュータにより深刻となった。「直進する時Jは経
済の不均衡，不安定，それゆえの不確実を激化させ，その暴力的調整(インフ
レ，失業，倒産)は深刻なものとなる。このような 124時間戦えますか」と
いった「コードの時」はまた直進して，大気，海，川，森林，原野，野性動
物，静寂といった自然的に蓄積された生態系の時間を破壊し処理できない大
量の廃棄物を蓄積させ，人間という生体の固有のリズムを狂わせ(過労死を見
よ)，長時間にわたって蓄積された複雑な機構を破壊している。
それでは人類に未来はないのであろうか。必ずしもそうではない。「コード
の時」は他方で人聞が時間をコントロールし，生態や生体を保全できる可能性
を拡大してきていることが注目される。コンビュータの発展による労働者の仕
事からの解放，女性の家事，育児からの解放，子供の学校からの解放は寿命と
余暇の時間を拡大させ，各人の固有な消費と固有な消費を実現させつつある。
アタリはこれを「自らが世界に与える意味に応じて地域的に自己組織化する宇
宙j 1誰もが時の流れや時代の反復を避けて，不可視なもののみならず，予期
せぬものや寛容によっも，創造に意味を与えることができるj(26)世界として
期待をかけている。複雑で、多様な，長期にわたって蓄積された機構である生命
体と晴好，これもまた長い年月をかけて形成された複雑で美しい自然、のリズム
とがふれあう「いのちの時j，1共歓の時」。思わず「時間を忘れてしまう J現
代の「聖なる時j，目的=手段とは異質の時間層 (27) 普遍的な時間の規範を拒
み，各人のために<往復権>を，音楽を創ると同時に美術館を訪ねる権利を獲
得」させるような時，それは「時は金なり」という経済の時間ではなく「閑暇
の時いのちの永遠の再生の時間」であり，あの未開人にみた人聞の永遠
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の再生を希求する「聖なる時Jに通ずるものである。 J.S.ミルが展望した高
級な人間的進歩，われわれは現代ようやくその入口に立てたのであろうか。
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